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上野通明さん応援レポート
目黒パーシモンホール未来の音シリーズ

vol.23 上野通明 チェロ
2016年１月17日（日） めぐろパーシモンホール

これからの時代を響かせる若手演奏家の今を聴く

めぐろパーシモンホール。移転した東京都立大
学の跡地に建てられた、目黒区立のホールであ
る。一帯は「めぐろ区民キャンパス」として活用さ
れており、図書館や体育館などの施設が整備さ
れている。

敷地内に入ると、光に照らされるガラス張りの建
物がそびえ立つ。

このあたりは、かつて柿を積んだ荷車が行き
交ったと言われる目黒区柿の木坂地区。その
「柿」（英語:persimmon）にちなみ、「パーシモン
ホール」と名付けられている。

抜群の音響性能により生の音を存分に味わえる
大ホール。シックで落ち着いた雰囲気の小ホー
ル。単独での利用も可能なリハーサル室・練習
室などを備えている。

「未来の音シリーズ」は、これからの時代を響か
せる若手演奏家にスポットをあてた、めぐろパー
シモンホール・オリジナルの演奏会。
本日の上野さんのリサイタルが、シリーズ23回
目となる。

コンサート・フライヤーには、「・・・今後、様々な
進化・変化を遂げていくであろう演奏家たちの現
在を表現するプログラムをお届けします。彼らの
今を聴き、未来に想いを馳せるひとときを」の文
章が。20歳の上野さん、まさにぴったりだ。

年末から演奏会続きだった上野さん、

１月だけでも本日の演奏会で５回目と、多忙な
日々が続いている。
本日は上野さんのソロ・リサイタル。

ベートーヴェン、シューマン、ドビュッシー、
シューベルト、ラフマニノフとチェロの名曲を揃
えたプログラムが予定されており、上野さんが、
名曲達とどのように対峙するのかが、とても楽
しみである。

本日のチケットは早々に完売。補助席を開放し
ても足りず、補助椅子
席が用意されたほど。
客席は、すでに多くの
方々で埋まっている。

めぐろパーシモンホール外観
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チェロの名曲＆難曲を揃えた意欲あふれるプログラム

後半はドビュッシー「チェロ・ソナタ」でスタート。表
情のある曲想を、たっぷりとした音色で奏でる。
ピッチカートが入る２楽章は、ジャズを彷彿させる
かのよう。独特で神秘的ともいえる曲調と、上野
さんののびやかな音色がマッチして、申し分なく
聴かせてくれた。

ラストの曲はラフマニノフの「チェロ・ソナタ」。

温かみのある音色が奏でられる。大きく、ゆたか
に。曲と一体化する集中力に圧倒される。ピアノ
の音色も朗々と。ラストに向けて勢いよく。大きく、
大きく唄いあげて、華々しく曲が終わった。
客席中からブラヴォーの声。鳴り止まぬ拍手。

アンコールにはサン＝サーンスの「白鳥」で応え
てくれた。

大好きな曲を集めたというプログラム、

どの曲も聴きごたえたっぷりの名曲かつ難曲で、
とても贅沢な時間であった。
５曲のうち２曲は初披露の
曲。演奏会が続く多忙さの
中、見事に仕上げて
聴かせてくれた。

演奏会が始まる。

最初の曲はベートーヴェンの「チェロソナタ第４
番」。ゆったりと唄うように始まった曲は、突如軽
快なメロディーへと変化する。渋くうなるように、
明るく弾むように。美しい音色に魅了される。ピ
アノとの掛け合いも美しく。

次の曲はシューマンの「民族風の５つの小品」。
リズミカルに、ゆったりとのびやかに、はたまた
哀感を漂わせ、なめらかに情熱的に。様々な曲
運びで聴かせてくれた。

３曲目は曲想も打って変わり、深く心に染み入る
ような憂鬱で物悲しいシューベルト「アルペジ
オーネ・ソナタ」。楽章を追うにつれ、おおらかに
唄うような旋律、軽やかな旋律、大きく広く響く音
色。集中し、気持ちを乗せて演奏する上野さん
の姿は、ときに成熟ささえ感じさせるほど。見た
目の若さと、奏でられる大人っぽい音色との
ギャップに、客席の皆様もさらに魅せられている
様子。大きな拍手と高らかなブラヴォーの声。

開演前の様子
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ドイツ留学生活を楽しみながら、変化し続ける日々
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜演奏会概要＞
◆出演
上野通明（チェロ）
須関裕子（ピアノ）

◆プログラム
ベートーヴェン
チェロ・ソナタ第4番ハ長調 Op.102-1

シューマン
民謡風の５つの小品Op.102

シューベルト
アルペジオーネ・ソナタイ短調 D.821

ドビュッシー
チェロ・ソナタ

ラフマニノフ
チェロ・ソナタト短調 Op.19

◆アンコール曲
サン=サーンス｜白鳥

終演後のホールでは、
「お若いのに素晴らしい表現力・・・」
「曲の解釈が大人っぽいわ～・・・」

「質の高い演奏に驚きました。これからの成長
が楽しみです」と称賛の声があちらこちらで。

終演後の楽屋で上野さんに話を聞いた；

－本日の選曲はご自身で？；

「ただただ好きな曲を集めました。どの曲も素晴
らしい曲なので、演奏できることがうれしくて・・・。
楽しめたと思います」

「・・・シューマンとラフマニノフは初めて披露しま
した。ラフマニノフはピアノが大変な曲なのです
が、須関先生に素敵に弾いていただいて」

－年末から演奏会続き、しかも難しい曲ばかり、
準備も大変だったのでは？；

「・・・直前の演奏会の曲を仕上げながら、先の
演奏会の曲を準備するという状況でした。

この年末年始は予定が押して大変だという自覚
があったので、ドイツにいるころから、ひたすら
練習していました」 。いや、お見事でした。

－ドイツ生活はいかがですか；

「・・・先生が音の鳴らし方に厳しい方なので、と
ても刺激を受けています。倍音の響き、音程間
隔などに注力しています」
「・・・初めての一人暮らし。楽しんでいます！」

３日後には、国内で在学する桐朋音楽大学の定
期試験。そのあとはドイツに戻り、また２月の演
奏会に来日するという、引き続き多忙な毎日。

様々なことを吸収し、どんどん変化していく上野
さん。「若き演奏家の『今』」を味わう「未来の音シ
リーズ」であるが、「今」すら一瞬であるかのよう。

上野さん、素敵な演奏でした。
一時帰国の折には、また聴かせてください！

高校生の頃からお世話になっているピアノの須関先生と

楽屋で囲まれて

３月12日には、同じめぐろ

パーシモンホールで、山根
一仁さんとのデュオが予定
されている。

会場には、そちらのお知ら
せも掲示されていた。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・パンフレット（表表紙）】
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【コンサート・パンフレット（１ページ）】
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【コンサート・パンフレット（２ページ）】
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【コンサート・パンフレット（裏表紙）】


